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臓器名のつかない診療科である形成外科の中で、 

“顔面” は形成外科が占有できる唯一の身体臓器と考えております。 

そこで本学術集会では 

「顔面とその近接する頭部や頚部などの領域における幅広い疾患に対する集学的な外科治療の進歩及び発展に努める」

という学会のコンセプトのもと、顔面～頭部・頚部の、骨から軟部組織まで、 

対象を広げた革新的なプログラムを作成しました。 

特別プログラムはすべて教育パネルディスカッションとし、 

「いろは」、「匠」、「通」、「しくじり」の４シリーズで 

専攻医からベテラン医師まで幅広い層を対象とした構成になっています。 

①診断、②治療計画、③手術手技、④長期経過の構成で、多くの若い形成外科医がこの分野に興味を持ち、この疾
患群の理解を深め、治療に挑戦する意欲をかき立てるようなご発表を演者の先生にお願いする予定です。 

『

 

頭蓋骨早期癒合症（クルーゾン病、アペール症候群等）の治療』がテーマです。 
 。すで定予くだたい示提ごを技手術手たし用使を器長延骨やトーレプ～画計療治

 

『

 

唇顎口蓋裂治療における顎顔面外科』がテーマとなります。 
 。すまきだたい示提ごに心中を技手術手～画計療治るす対にどな術り切骨顎下上

 

『

 

下顎骨欠損に対する硬性再建』がテーマとなります。腓骨皮弁や肩甲骨皮弁などの 
 。すで定予くだたい示提ごもどな技手術手たし用使をトーレプ～際実の建再性硬

 

 
 

『患者が喜ぶフェイスリフト』をテーマとして、手術～スレッドを使用した 
 。すまきだたい示提ごを技手術手でまトフリスイェフ

１．顔面及び頭頚部の整容・美容外科

教育パネルディスカッションⅠ 「いろは」シリーズ～勇気を持って一歩を踏み出す！

２．頭蓋顔面の骨格性変形を治療する頭蓋顔面外科

４．頭頚部癌の再建治療を行う頭頚部再建外科

３．顎を中心とした骨格性変形を治療する顎顔面外科

学術集会メインテーマ



経験豊富な先生に、数少ないUnfavorable result caseをお示しいただくことで、本学会会員にとって貴重な糧とな
り、明日の診療に大いに役立つような症例などのご発表をお願いしています。 

 『唇顎口蓋裂治療』として、Unfavorable result caseをご提示いただきます。 

：A『 上・下眼瞼手術』として、Unfavorable result caseをご提示いただきます。 
：B『 顔面神経麻痺』として、Unfavorable result caseをご提示いただきます。 

教育パネルディスカッションⅣ 「しくじり」シリーズ～貴重なUnfavorable result caseから学ぶ

１．唇顎口蓋裂・小耳症等の顔面先天性発育不全の治療

ご高名な先生の妙技を門外不出の極意を併せ、若い形成外科医に細かいところまでご教示いただけるようなご演題
をお願いする予定です。 

 

 

  

 

 
 
 
 

『A：美容医療～若返りレーザー治療における私の妙技』では、各種レーザーを使用した 
 。すまきだたい示提ごを例症と技手

：B『 美容医療～植毛における私の妙技』では自家植毛の手技と症例をご提示いただきます。 
：C『 美容医療～フィラー注入における私の妙技』として、各種フィラーを使用した手技と 

。すまきだたい示提ごを例症  

１．顔面及び頭頚部の整容・美容外科

教育パネルディスカッションⅢ 「匠」シリーズ～達人の技に学ぶ

『A：小耳症治療における私の妙技』として、ドレッシングを含めた詳細な手術手技を
ご提示いただきます。

『B：唇裂鼻治療における私の妙技』として、詳細な手術手技をご提示いただきます。

２．唇顎口蓋裂・小耳症等の顔面先天性発育不全の治療

妥協を許さずに、これまでにない最良の結果を目指した、その道の「通」としてのこだわりをご発表いただく予定で
す。 

 『眼窩床再建方法のepoch making』として最新の手術手技をご紹介いただく予定です。 

『 Aesthetic mindをそなえた顔面（眼瞼、鼻、頬部、口唇など）再建～ 
？slaog lanfi eht era tahW　 』として、がん治療おける整容性を追求した再建手術についての 

 。すで定予るすい願おを題演ご 

  

『 NPWTを用いた頭皮～顔面・頚部皮膚欠損に対する再建』として、 
 。すまきだたい示提ごを技手たし用使を置装理管持維圧陰種各 

教育パネルディスカッションⅡ 「通」シリーズ～重箱のすみまで

１．顔面骨骨折の整復

３．外傷及び腫瘍切除後の顔面組織の再建

２．頭頚部癌の再建治療を行う頭頚部再建外科

２．顔面神経麻痺や眼瞼下垂等の顔面先・後天性疾患の治療

※2018年3月30日現在のプログラム案となります。
※教育パネルディスカッションⅠ～Ⅳはすべて「一部指定・一部公募」を予定しております。
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